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視運動反応における運動残効と神経活動　
第15回視覚科学フォーラム（2011年8月29日，於 大阪大学）
石金　浩史
滝の錯視に代表される運動残効は古くから知られている。運動残効は運動視のメカニズムを解
明するための手がかりとして心理物理学的研究が盛んに行われてきた。しかしながら, 単純なモデ
ルシステムがないため, 運動残効の神経基盤は完全には解明されていない。そこで本研究では, 
下等脊椎動物のモデル動物として幅広く用いられるゼブラフィッシュの視運動反応の刺激依存性
と, 運動刺激に対する順応後に観察される行動を解析することで運動残効の有無を検討した。ま
ず, ゼブラフィッシュの視運動反応における空間周波数特性について調べたところ, 先行研究とほ
ぼ一致する特性が得られた。また, 運動刺激呈示後に反転運動が観察された。そこで, 空間周
波数を視運動反応が安定して誘発される0.01 cpdに設定し, 順応刺激として運動刺激を60秒また
は120秒間呈示したところ, この反転運動の生起確率は順応時間の長い120秒条件において60秒
条件より有意に高かった。視機性の反応については網膜に存在する運動方向選択性神経節細
胞の活動が重要な働きを持っていることが示されているため（Yoshida et al., 2001）, ゼブラフィッ
シュの剥離網膜標本に多点電極を適用し（Mesiter et al., 1994; Ishikane et al., 2005）, 網
膜が脳に送っている運動情報表現を解析した。運動する光刺激に対する神経節細胞の応答を記
録したところ, ゼブラフィッシュの網膜にも運動方向選択性神経節細胞が存在することが分かった。
また, 行動実験において視運動反応を誘発するために呈示した刺激と同様の運動刺激を網膜に
呈示したところ, 順応刺激呈示終了後にも応答が観察された。運動方向選択性神経節細胞では, 
最適方向の運動刺激を長時間（120秒）呈示すると刺激呈示後の応答は弱かったが, その逆方
向の運動刺激を呈示すると刺激呈示後の応答は強かった。この運動刺激呈示後に観察される応
答の非対称性は運動刺激の呈示時間が短い条件（60秒）では観察されなかった。以上の結果
より, ゼブラフィッシュの視運動反応に運動残効が存在している可能性が示唆されるともに, 網膜に
運動方向選択性神経節細胞が存在することが明らかになった。また, 運動方向選択性神経節細
胞は運動刺激呈示後に運動残効を説明可能な応答を示していることが分かった。
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